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Webコンテンツの受動的視聴のための
自動変換とスクリプト作成マークアップ言語

灘 本 明 代† 服部 多栄子†† 近 藤 宏 行††

沢 中 郁 夫†† 田 中 克 己†

本論文では，膨大なWeb情報を容易に閲覧することを目的とし，チャンネルを選択するようにWeb
ページを選択し，テレビ番組のような番組を作成し，Watch and Listen型インタフェースを通じて
視聴する方式を提案する．受動的視聴とは，これまでテキストや画像で表示されていたコンテンツに
代わり，音声やキャラクタアニメーションを用いた番組風コンテンツを作成して見ることである．こ
の番組を作成することを我々は番組化と呼ぶ．これまでのWebブラウザと異なり，番組化において
は，時間軸的同期や演出が問題となる．本論文では，この同期と演出に着目し，Webコンテンツの
受動的視聴のための番組化の方法として，（1）現在の HTMLベースのWebコンテンツを自動で受動
的視聴向けコンテンツに変換する自動変換方式，（2）受動的視聴コンテンツ作成のためのスクリプト
作成マークアップ言語を提唱する．

Automatic Conversion and a Scripting Markup Language
for Passive Watching and Listening of the Web Contents

Akiyo Nadamoto,† Taeko Hattori,†† Hiroyuki Kondo,††
Ikuo Sawanaka†† and Katsumi Tanaka†

This paper proposes a passive Watching-and-Listening approach that makes it easier to
view Web information. This approach utilizes a Watching-and-Listening interface that allows
the user to choose Web pages in a similar way as we select TV channels, by converting the
pages into TV-program-like cartoon animations. During the conversion process, which we re-
fer to as programmization, voice and image-data presentations must be synchronized carefully
so that they effectively convey the original information. Moreover, the overall presentation
needs to follow a particular presentation structure, such as news and variety shows, in order
to improve the familiarity of the program. Our approach solves these issues by developing a
novel method of converting HTML documents into programs, and designing a new mark-up
language, Scripting-XML (S-XML), which is suitable for describing programs. This paper
also addresses the preliminary evaluation results of the current implementation.

1. は じ め に

現在使用されているWebの閲覧環境は，利用者に

「読む」「スクロールする」「クリックする」などの能動

的な操作を要求する Read and Click型インタフェー

スである．近年のインターネットの目覚ましい発展に

よりWeb上には種々の情報が氾濫し，膨大な情報量

となっている現在，Read and Click型ユーザインタ
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フェースでは，多数クリックして複数のWebページ

を取得し，それらWebページ内の情報を読まなけれ

ばならない．そのため，利用者の負担が大きく，Web

情報を容易に閲覧できるとはいい難い．一方，現在の

テレビは「見る」「聞く」の受動的な操作で番組を容易

に視聴することができるが，得られる情報はあくまで

限られた製作者側の人々から発信された情報である．

そこで我々は，一般の人々が発信する膨大なWeb情

報をテレビを視聴するように容易に視聴できると望ま

しいと考えた．

本論文では，膨大なWeb情報を容易に閲覧するこ

とを目的とし，チャンネルを選択するようにWebペー

ジ（群）を選択し，テレビ番組のような番組風コンテ

ンツを作成しWatch and Listen型インタフェースで
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図 1 Webの番組化
Fig. 1 TV-Programmization of Web contents.

受動的視聴の可能となる方式を提唱する．受動的視聴

とは，これまでテキストや画像で表示されていたコン

テンツを，音声合成・読み上げやキャラクタアニメー

ションを用いて表現した番組を作成して見ることであ

る．以下，受動的視聴のための番組を作成することを

番組化と呼ぶ．図 1にWebの受動的視聴の例を示す．

図 1 の左半分は現在のWebブラウザによって表示さ

れたコンテンツであり，図 1 の右半分はそのコンテン

ツを番組化した画面を示している．

Webの番組化による利点を下記に示す．

• 容易にWebの閲覧が受動的にできる．

• 楽しみながらWebの閲覧ができる．

• コンピュータを技術的に利用できない人もWeb

情報を取得できる．

これまでWebの受動的な情報取得にはPointCast 1)

のような PUSH型のものがある．これに対し，番組化

はWeb情報の音声読み上げを行うため，聞き流した

り，別のことをしながら片手間に容易にWebの情報

を取得したりできるだけでなく，キャラクタアニメー

ションを使用しているため，番組として楽しみながら

視聴することが可能である．また，これまで「クリッ

ク」することすらできない人も，Webの情報の取得

が可能となる．

Webの番組化に重要な技術で，現在のWeb閲覧技

術と大きく異なる点は

• 時間軸上の同期
• 演出の付加
の 2点である．

時間軸上の同期とは，通常Webブラウザは時間軸

を気にする必要のない 2次元空間での表示であるのに

対し，番組化することにより，Web 上の画像と文章

の同期や文章と文章の同期などの時間軸を考慮する必

要が生じる．本論文においては，この画像と文章との

同期について述べる．演出の付加とは，キャラクタの

台詞や動き，カメラや照明の配置，スタジオセットな

どの演出が必要になることである．現在のWeb情報

はほとんどが HTMLで作成されているため，これら
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図 2 Webの受動的視聴のアプローチ
Fig. 2 Approach of passive viewing of Web contents.

の時間軸上での同期や演出などは考慮されていない．

そこで，本研究ではWebの受動的視聴において，同

期と演出に着目し図 2 に示すように，Web利用者側

（ユーザ）の立場とWeb作成者の立場から下記の異な

る 2つのアプローチを採用した．

• 自動変換
現在のHTMLで書かれたWebコンテンツをWeb

利用者（クライアント）側で自動変換することに

より番組化する技法である．HTMLはタグ構造

により構成されており，このタグ構造を解析する

ことにより，HTML文書を自動で番組風コンテ

ンツに自動変換する．このとき，先に述べた時間

軸との同期化と演出が問題になる．本研究では同

期化問題は，HTMLのタグ解析により解決し，演

出はニュースやバラエティなどの番組メタファに

注目してあらかじめプリミティブな演出を用意し

て解決した．

• スクリプト作成マークアップ言語
Web作成者が番組風コンテンツを作成したり，コ

ンテンツ作成時に同時に番組風コンテンツを作

成することを可能とするスクリプト作成マーク

アップ言語を提唱する．そのスクリプト作成マー

クアップ言語を Scripting-XML（S-XML）と呼

ぶ．S-XMLは番組化用 XML拡張タグ集合であ

り，演出や同期化の問題を解決すべく，新たなタ

グ構成を付加した．

以下，2章では関連研究を，3章ではWeb情報の番

組化のアプローチの 1つである自動変換を，4章ではス

クリプト作成マークアップ言語である Scripting-XML

（S-XML）を述べる．



Vol. 42 No. SIG 1(TOD 8) Webコンテンツの受動的視聴のための自動変換とスクリプト作成マークアップ言語 105

2. 関 連 研 究

2.1 番組メタファおよび番組化

情報を番組として呈示する基本概念は，Nonogaki

ら2)により FRIEND21で TV番組メタファとして提

唱されている．本研究で述べる番組メタファの基本概

念はこの FRIEND21で提唱された TV番組メタファ

を基としている．

また，山口らの提唱する“WebStage”3)は，FRIEND

21で提唱された TV番組メタファを用いてWeb情報

を音声やキャラクタにより表現・呈示する方式を提案

している．“WebStage”は本研究とコンセプトが似て

いるが，Webページをセグメントに分け，そのセグメ

ントごとに番組素材として提供するものである．それ

ゆえに，タグ解析を行い，同期化領域の発見や演出を

ふまえて番組化する点や，Web作成者がWeb作成時

に番組を作成できるスクリプト作成マークアップ言語

を提唱している本研究とは異なるものである．

さらに，Microsoft社の提供するWebTV 4)はテレ

ビ端末上にWeb情報を重畳表示するものであり，Web

情報を番組風コンテンツに変換し受動的視聴を行う本

研究とはまったく異なるものである．

その他，矢部らの研究5)ではネットニュースの議論

から脚本を作成し，台詞を CGキャラクタに割り当

て，議論をテレビ番組のように見せる手法を提案して

いる．この手法の対象はネットニュースの議論に限ら

れていて，Web情報全般を対象としているわけでは

ない．また，演出方法もパターン化されている．植田

らの研究6)ではスポーツ中継のテレビ映像からシナリ

オテンプレートを使用してストーリー性を重視したダ

イジェストの自動生成を提案している．テンプレート

は自動的に決定されるため，ユーザの意見や好みを反

映させることはできない．

2.2 関連するコンテンツ記述言語

番組記述言語 TVML（TV Program Making Lan-

guage）7),8)は，リアルタイムに CG，音声を合成して，

1本の TV番組をすべてデスクトップ上で生成するこ

とができる言語である．本研究ではWeb情報を呈示

する TV番組形式の実現方法の 1つとして TVMLを

用いている．

また，デジタル放送の標準化にともない，XML

に基づくデータ放送用の BML（Broadcast Markup

Language），さらにコンテンツごとにタグを設定

でき，XSLT によって BML に変換される BXML

（Broadcasting XML）が標準化されている9)．本研

究では，Web 情報を利用して番組化を行うことを目

表 1 コンテンツ記述言語の比較
Table 1 The comparison of related content markup

languages.

キャラクタ 演出 同期 Webとの関連度
TVML ○ ○ ○ ×
SMIL × × ○ ○
PPML ○ ○ ○ ×
S-XML ○ ○ ○ ○

的とし，XMLに番組化のための演出要素を付加する

拡張をした S-XMLを提唱するものであり，これらの

研究とは一線を画するものである．

SMIL（Synchronized Multimedia Integration Lan-

guage）10)は，HTMLのリンク機能に加え，時間軸に

沿ったメディア制御ができる．テキストや画像，動画

などの各メディアの同期のほか，音声トラックでの言

語の選択や，回線にあわせた音声やビデオのバージョ

ンを選ぶ機能などが提供されている．さらに SMIL

Boston 11)では，TV放送との統合，アニメーション

機能が追加され，ニュース番組のようなものを作成す

ることも可能であるが，本研究やTVMLのようにキャ

ラクタに台詞をしゃべらせることはできない．

PPML（Personalized Program Markup Lan-

guage）12)は，ダイジェスト映像間の接続関係を推定

し，その接続部分やシーン切替えのタイミングを自動

生成する機能を持ち，SMILとTVMLプレイヤの連動

を考慮に入れた番組記述言語である．しかし，PPML

はダイジェスト映像を対象とした番組用の XMLであ

り，本論文で提唱している S-XMLはWebコンテンツ

を対象としたものである．以上で述べたコンテンツ記

述言語と本論文で提唱している S-XMLの比較を表 1

に示す．

3. 自 動 変 換

3.1 概 要

現在のWebはほとんどが HTMLで書かれている

が，この HTMLはタグ構造により構成されている．

このタグ構造を解析することにより，自動で番組記述

言語であるTVMLへ変換しWebの番組化を行う．通

常，現在の HTMLソースは上から順番に 2次元表示

のWebブラウザ上にテキストや画像として表示され

る．番組化は基本的に HTMLタグ構造を解析し，そ

のタグ構造の論理構造の縦型探索を行い，シーケン

シャルに番組化していくが，さらに時間軸上にコンテ

ンツを音声と画像やキャラクタアニメ―ションなどを

用いて表示するため，表示方法が異なってくる．その

ために，時間軸上の同期をとる必要があるとともに，
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図 3 番組化自動変換手順
Fig. 3 Procedure of the automatic conversion into TV-

program presentation.

HTMLタグの中にある <CENTER> タグのように

Webコンテンツのレイアウトを示すようなタグは表

示不要となるなど，番組化のための種々の処理が必要

となる．自動変換の手順を図 3 に示す．

自動変換の機能の特徴を下記に示す．

• HTML文書のタグ解析を行う．

• HTML文書の論理構造の縦型探索のシリアライ

ゼーションを行う．

• 画像と文章，文章と文章の時間軸同期を行う．
• リンク先ページの情報を要約してリンク元ページ
の番組にマージする．

• 番組メタファによるプリミティブな演出を用意
する．

先に述べたように，HTMLで書かれたWebページ

を番組変換する際，時間軸が非常に重要な問題となっ

てくる．画像とそれに関係する文章の同期がとれてい

なければ，そのWeb情報は誤って伝わることになる．

そこで本研究では，画像と文章との同期化可能領域の

発見方法を提案する．

また，番組化にはキャラクタの台詞や動き，カメラ

や照明の配置，スタジオセットなどの演出が必要になっ

てくる．ここで実際の TV番組のようにニュースやド

ラマ，ドキュメントなどの種々のメタファに着目し，

メタファごとの演出を設定し，ユーザが番組を見る前

にこれを指定することとする．

3.2 HTMLタグ解析

現在のWebページはテキストを主にして情報を表

示するため，HTMLタグはテキスト表示のためのタグ

構成になっている．これに対し，番組化では，テキス

ト表示をキャラクタ間の対話形式の音声に変え，時間

軸の同期をとり，そして演出を加えて番組としてWeb

情報を呈示する．HTML内の文章は台詞として変換

するが，番組化を行うために下記の 4種類のタグ解析

が必要となる．

• 演出効果となる HTMLタグ

• 表示不要となる HTMLタグ

• 画像の HTMLタグ

• 台詞となる HTMLタグ

( 1 ) 演出効果となるHTMLタグ

HTMLタグには，テキスト表示のため，<BIG>

や <I>，<FONT> に代表されるフォントに

関するタグがある．HTML文書内では，これ

らの開始タグには，各種パラメータの指定が含

まれている．現在のテキスト表示ベースのWeb

ページ上ではこれらのタグを用いて文章や単語

を強調している．強調した文章や単語は Web

ページ内のキーワードである可能性が高い．し

たがって，番組化においても強調して利用者に

呈示しなければならない．そこで，これらのタ

グはパラメータごとに，音声や音量を設定する．

各タグの設定パラメータが変わることで，音声

を変えたり，音量を大きくしたりして強調して

ユーザに知らせるようになる．

( 2 ) 表示不要となるHTMLタグ

<P> や <CENTER> などのWebページ上

のテキスト整形に用いられるタグは音声によっ

て情報を呈示する番組化には必要ない．これら

のタグは HTMLから番組化への変換時に不要

となるため削除する．

( 3 ) 画像のHTMLタグ

<img> タグは画像ファイルをリンクしている．

この画像と同期化可能な文章領域を発見するた

めに画像タグを取得する．

( 4 ) 台詞となるHTMLタグ

上記で示したタグ群以外のタグは台詞となるタ

グ領域として取得する．

上記の演出効果となるタグと表示不要となるタグの

例を表 2 に示す．

3.3 同期化可能領域の発見

上記で述べたように，HTMLのタグ構造を解析し，

そのタグ構造で表される論理構造の縦型探索を行い番

組化するが，時間軸上に情報を呈示する番組化におい

て，時間軸的同期が非常に重要な問題となってくる．

画像とそれに関係する文章の同期がとれていなければ，

そのWeb情報は誤って伝わることになる．そこで本

節では，画像と文章との同期化可能領域の発見方法を

提案する．
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表 2 HTMLタグ変換
Table 2 HTML tags and their conversion.

同期が必要である画像と文章は，HTML文書におい

て互いに近い距離にあると考えられる．そして，HTML

タグは階層構造を持っており，文書や画像をある程度

グループ分けすることが可能である．これらのことに

注目し HTMLタグ構造を解析すると，画像と文章を

含む極小なタグ領域を発見することにより，画像と文

書の同期化可能領域を発見できる．

画像 i に対する，極小タグ領域 R(i) を下記に示す

条件 ( 1 )から ( 4 )をすべて満たすものと定義する．

( 1 ) R(i) は任意のタグ <X> と </X> で囲まれ

た領域である．すなわち

R(i) = <X>, · · · , </X>

( 2 ) R(i) は画像 i を含む．すなわち R(i) � i

( 3 ) R(i) は少なくとも 1つの文章 s を含む．すな

わち R(i) � s

( 4 ) R(i)のいかなる部分タグ領域<Y >, · · · , </Y >

も ( 1 )～( 3 )を満たさない．

図 4 に文章 s と画像 i を含む極小タグ領域の例を

示す．

画像 i に対する極小タグ領域 R(i) を用いて，画像

i と同期すべき文章を含む同期化可能領域 S(i) を次

のように定義する．

(a) S(i) は R(i) に含まれる．

<X>

S i

<Z>

<X>

S i

<Z>

図 4 極小タグ領域
Fig. 4 Minimal tag region.

S(i) ⊆ R(i)

(b) S(i) は i と少なくとも 1つの文章 s を含む．

(S(i) � i) ∧ (∃s)(S(i) � s)

(c) S(i)は (a)，(b)をともに満たす極小な部分領域

である．

ここで (c)で述べた「部分領域」とは任意の連続部

分領域を意味しており，先に定義した極小タグ領域と

は異なり，先頭と末尾が <X>, · · · , </X> のように

対応するタグになっている必要はない．図 4 の場合は

R(i) = <X>, s, i, </X> なので，S(i) = s, i とな

る．図 5 の構造を持つWebページの場合，画像 i に

対する極小タグ領域 R(i) は，<X>, s1, s2, i, <Y >,

s3, i′, </Y >, </X> となる．このような場合，s1，

s2，s3，i，i′ は R(i) の要素であるが，画像 i の同期
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図 5 同期化可能領域
Fig. 5 Synchronizable region.

図 6 テーブルタグによる同期化
Fig. 6 Implicit synchronization by table tags.

化可能領域 S(i) は S(i) = s2, i となり，s1，s3，i′

は i の同期化候補とはならないことに注意を要する．

また，Web上に画像を表示する場合，通常，テーブ

ルタグを用いる方法がよく使われているが，テーブル

タグを用いた場合，Webページの表示では図 6に示す

ように行で画像と文章の同期をとっている場合と列で

画像と文章の同期をとっている場合がある．行で同期

をとっている場合，先に述べた極小タグ領域 R(i) を

発見し，同期化可能領域 S(i)を決定する手法を用いる

と，図 7に示すように，S(i1) = i1, </td>, <td>, s1

となり，画像 i1に同期している文章の候補は s1とな

り同期化すべき要素を発見することが可能となる．し

かし，画像 i2 に同期する文章を発見する場合，我々

の定義では，S(i2) = s1, </td>, <td>, i2 または

S(i2) = i2, </td>, <td>, s2 となり，どちらか特定

できないという問題が生じる．

これに対し，列で画像と文章の同期をとっている場

合，図 8に示すように，画像 i1に同期している文章の

候補は文章 s1である．(c)で定義したように同期化可能

領域 S(i1)は極小な連続部分領域であり，S(i1) = i1,

</td>, <td>, i2, </td>, <td>, · · · , </td>, <td>,

s1となる．よって，画像 i1に同期する文章として s1

を発見できる．同様に画像 i2の同期化可能領域 S(i2)

は S(i2) = i2, </td>, <td>, · · · , </td>, <td>, s1

となり，画像 i2に同期している文章の候補も文章 s1

になる．つまりは，画像 in に同期している文章の候

図 7 テーブル行タグ解析による同期化可能領域
Fig. 7 Synchronizable region by table-raw tag analysis.

図 8 テーブル列タグ解析による同期化可能領域
Fig. 8 Synchronizable region by table-column tag

analysis.

補はすべて文章 s1になってしまう問題が生じる．よっ

て，列で画像と文章の同期をとっている場合は別の方

法を用いる必要があり，テーブルタグの列構造をさら

に解析する必要がある．

3.4 リンク先ページを考慮したリンク元ページの

番組化

これまでは，ページ単位での番組変換について述べ

てきたが，Webページの特徴の 1つである，リンク

を考慮したWebページの番組化について述べる．本

研究では画像と文章の同期からリンク先ページを考慮

したリンク元ページの番組化を行った．リンク元ペー

ジとリンク先ページを対象として同期化可能な画像と

文章を発見することにより，リンク先ページをリンク

元ページの番組化にマージして 1つの番組として表示

することが可能となる．

たとえば，ポータルサイトやディレクトリサービス

などに代表されるように，リンク先リストのみでWeb

ページを構成している場合，このリンク先を示すアン

カーのみを番組化したのでは意味がない．そのため，

各々のアンカーのリンク先のトップページを発見し，

そのページごとに同期化領域を決定し番組化を行う．

その結果得られた番組をWebページのアンカーの順

番でシリアライズし，1つの番組を構成する．図 9に

概念図を示す．また，このときアンカーのリンク先の

トップページがさらにアンカーのみで構成されている
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図 9 リンクページの番組変換概念図
Fig. 9 TV-programmization of link destination pages.
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図 10 リンクページの極小タグ領域の発見
Fig. 10 Discovery of a representative image in the link

destination page.

の場合，さらに各々次のリンク先ページのトップペー

ジを番組化すると，大本のページと内容がかけ離れて

しまう危険性がある．そのため，リンク先の番組化を

行うページはあくまで 1階層のページのみと限定して

いる．

図 10 に示すWebページの文書内にアンカー文字

列があり，リンク先ページが存在する場合のリンク元

ページの番組化を考える．このリンク元ページ内には

画像はなく，アンカー文字列からリンクが図 10 右の

ページに設定されているとする．リンク元ページを番

組化する際，アンカー文字列と少なくとも 1つの文章

を含む極小タグ領域を音声読み上げする際にリンク先

ページの「代表」となる画像を同期表示させたい．そ

のリンク先ページ中の「代表」とされる画像として，

ページの上位に配置される画像と HTMLタグの木構

造の上位レベルにある画像とが考えられる．図 10 の

場合，i0 は上記 2つの条件を満たしている画像とな

り，リンク先ページ内の「代表」と推定される画像と

なる．しかしながら，リンク先ページに i0 のような

画像がないとき，ページの上位に配置される画像 i1

とHTMLタグの木構造の上位レベルにある画像 i2が

同期化可能領域を決定する画像の候補となる．これら

のことより，リンク元ページの番組化に必要となるリ

ンク先ページの画像の抽出はすべてのWebページに

対応していないため，今後の課題となっている．

3.5 演 出

Webコンテンツを番組として呈示するには，キャラ

クタの動きやカメラ情報，照明の配置，スタジオセッ

トなどの演出が必要である．HTMLではこのような

演出を行うタグがないため，HTML文書を番組化に

変換しただけではこれらの演出を行うことができない．

それゆえに演出を付加しなければならない．しかしな

がら，番組の視聴者（ユーザ）に演出すべての詳細な

設定を行わせることは困難である．そこで本研究では，

ニュースやバラエティなどの番組メタファに注目し，

番組メタファごとにあらかじめ標準的な演出設定を用

意し，ユーザがこの番組メタファを選択して視聴を行

うことにした．番組メタファは下記のとおりである．

• ニュース番組
• おとぎ話
• 学校
• バラエティ
これら各々の番組メタファにあらかじめカメラ設定，

照明配置，スタジオセットを用意し，ユーザが選んだ

番組メタファにより番組化を行う．なお，ユーザが番

組化を楽しむために，登場するキャラクタはユーザが

指定できるようにしている．

3.6 同期化可能領域の発見の実験

3.6.1 システムの実装

上記に述べた同期化領域の発見，HTMLタグ構造

の解析，番組メタファによる演出を基に図 3に示した

流れを用いてプロトタイプシステムを作成し，通常の

HTMLページを番組記述言語である TVML 形式に

自動変換して番組化を行った．本プロトタイプシステ

ムのインタフェース部を図 11 に示す．

3.6.2 評 価

プロトタイプシステムを用いて，研究室内の画像を

含む 15のWebページの番組変換を行い，同期化可

能領域の発見の実験を行った．その結果を表 3 に示

す．これらの結果より，テーブルタグを用いておらず，

かつ画像と文章が 1対 1で対応付けられているWeb

ページでは，同期化可能領域の発見は有効であるとい

えるが，1つの文章に対し対応画像が複数ある場合で

は，同期化可能領域が発見しにくいことが判明した．

また，画像とその説明の文章を記述する場合，TABLE

タグを使用しているWebページが多いことが分かる．

TABLEタグを用いた場合，画像と文章との同期が 1

対 1で表されている場合は，その同期が行で表現され



110 情報処理学会論文誌：データベース Jan. 2001

図 11 プロトタイプシステム
Fig. 11 The prototype system.

表 3 実験結果
Table 3 Experimental result.

た場合も列で表現された場合も，本研究で呈示した方

法が有効であることが分かる．しかしながら，1つの

文章に対し対応画像が複数表示されている場合，行で

同期をとっている場合は同期化可能領域の発見ができ

る場合とできない場合とがある．このとき，正しく同

期化可能領域の発見ができなパターンは，1行に行中

の文章と同期していない画像が含まれる場合，その画

像も同期化可能領域に含まれてしまう問題が生じた．

また，列で同期をとっているときは，同期化領域の発

見ができない場合があることが分かった．よって，本

実験により，1つの文章に対し画像が複数同期してい

る場合の同期化可能領域の発見方法を再度検討する必

要があることが判明し今後の課題となった．

4. スクリプト作成マークアップ言語

4.1 定 義

3章では，既存のWebページを自動変換により番組

化を行うことについて述べた．しかしながら，現在の

HTMLでは同期化や演出などの番組化呈示のための

タグ要素がないため，すべてのWebページに対して

十分な番組化が行えるとはかぎらない．そこで，本章

では，Web作成者がWeb作成時に自ら番組を意識し

たWebページを作成することが望ましいと考え，番

組化の台本作成のための，スクリプト作成マークアッ

プ言語である Scripting-XML（S-XML）を提唱する．

S-XMLは画像や動画と台詞の同期化や演出的要素

の設定などをふまえた，番組化を行うことを目的とし

た言語であり，以下にその利点を記す．

• Web作成者が番組化を意識したうえで文書を作

成することが可能である．

番組化において重要なポイントである同期と演出

を設定するタグセットを用意しているため，Web

作成時に番組化の設定を同時に行うことが可能で

ある．

• TVMLや SMIL，FLASH 13)などの種々の同

期化コンテンツ再生環境に対応可能である．

画像と文章との同期タグセットを用意しているた

め，S-XMLのタグを種々の同期化コンテンツ再
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図 12 S-XMLコンテンツの表示
Fig. 12 Presentation of S-XML content.

生環境のタグに変換するだけでコンテンツを再生

することが可能である．

• XMLをベースにしているため，種々の文書との

リンクが可能である．

S-XMLは XMLの拡張タグ集合であるため，す

でに XMLにて書かれた文書とのリンクが容易に

できる．このため，S-XMLはWeb上にある文書

のみならず XMLで書かれたもしくは変換された

プレゼンテーション用資料やデータベースのデー

タなどを番組化することが可能である．

• 将来的にデジタル放送を意識した様々な番組化
が可能なアプリケーションに適応させることがで

きる．

すでに標準化されているデジタル放送用の拡張制

限を入れた BMLや BXML，またダイジェスト

映像を対象として研究されている PPMLとの融

合が可能である．

S-XMLの位置付けを図 12に示す．現在の S-XML

は通常のWebブラウザと TVMLにより表示するこ

とができるが，将来的には，SMILや FLASHなどの

同期化コンテンツを用いて表示することができるよう

にする予定である．

S-XMLは，演出を容易に設定すること，XMLで

書かれた他の文書を容易に番組化することを可能にす

ること，および番組化を目的とした文書を他のアプリ

ケーションでも使用できることの 3点の理由から，番

組化に必要であると考えられる要素を下記 2つの構成

で分別した．

• 番組化コンテンツ識別系タグ
XML文書の文章や画像，動画などのコンテンツ

を番組化へ利用する方法を定義する．

• 番組化スタイル系タグ
番組化の演出方法を定義する．

4.2 番組化コンテンツ識別系タグ

番組化コンテンツ識別系タグとは，番組のタイトル

と問合せを行う際のキーワードの設定，XML文書内

の文章や画像，動画などのコンテンツ中から番組で使

用するコンテンツの選択や範囲選択，選択されたコン

表 4 番組呈示コンテンツ識別系タグ一覧
Table 4 TV-program presentation contents tags.

title

word
line

img

movie

insert

hide

hlink

テンツどうしの同期対応付けを行うためのタグである．

コンテンツ識別系タグの一覧を表 4 に示す．

番組化コンテンツ識別系タグのうち台詞（ line），同

期（ img），リンク（hlink）のタグの特徴を以下に列

挙する．

lineタグ 台詞としてキャラクタにしゃべらせたい部

分を囲む．属性値として以下の事柄を指定するこ

とも可能である．

• 台詞と指定した番号の画像や動画との同期化．
• 台詞と異なる字幕を表示．
• リンク先ページの予告紹介のときに元の文書
スタイルによっては省略する部分を指定．

imgタグ ファイル名，同期をとるための番号，複数

画像の呈示方法，配置位置（中央，左方，右方，

上方，下方）を指定する．複数画像の呈示方法は

以下の中から選択する．

• すべての画像を空間内に配置し，カメラを引
いてすべてを同時に映す．

• すべての画像を空間内に配置し，キャラクタ
が徘徊しながら紹介していく．

• 紙芝居のように 1つ 1つを順番に紹介しなが

ら入れ替えていく．

lineタグと imgタグを使用して画像と文章との同期

をとりながら番組コンテンツを作成した例を図 13に

示す．

hlinkタグ リンク先を指定する．属性値として以下

のようなリンク先の紹介方法を指定することも可

能である．

• リンク先ページに含まれている画像のみを紹
介する，もしくは <line> タグを使って台詞
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図 13 S-XML番組化例
Fig. 13 Example of S-XML TV-program presentation.

と画像や動画の同期がとられている部分を取

り出してきてリンク先ページの予告編的な番

組を提供する．

ここで，自動的に同期部分を抽出する技法は，

3章で述べた同期化可能領域の発見手法を用

いている．

• 紹介する画像や予告編の作り方として，はじ
めまたは最後の 1 つだけを見せる，もしく

は上または下からあてはまるものすべてを見

せる．

• <hlink> タグが出てきたところでリンク先

の紹介を行い，すぐさまリンク先へ飛ぶ，も

しくはリンク元の番組の再生がすべて終了し

てからリンク先へ飛ぶ．

リンク先の紹介をするときのスタジオセットや

キャラクタなどの演出方法はリンク元ページのス

タイルを継承することを基本としたうえで，各々

のページ特有のスタイルを反映させる．

図 14 上部のように，XML文書を本編として番

組化するときは，<variety>タグで囲まれた部分

は 4.3.1 項で述べる演出方法に従って番組化を行

い，図 14 下部のように親文書のリンク先の予告

編として番組化するときは，親文書のスタイルが

<news>タグで指定されているので，ニュースス

タイルのスタジオの中でリンク先で登場するキャ

ラクタがバラエティスタイルを意識した番組展開

を行う．

図 14 リンク先の予告編における親スタイルの継承
Fig. 14 The inheritance of the parent style in the

presentation of link destination pages.

4.3 番組化スタイル系

番組化スタイル系タグとは，XML文書に番組化の

ための演出を付加するためのタグ群である．スタイル

系タグはテンプレート系タグとプリミティブ系タグに

分けられる．

• テンプレート系タグ
演出を一から詳細に記述しなくても，最低限これ

らを使用すれば番組化することができるタグ

• プリミティブ系タグ
カメラワーク，登場キャラクタの動きなどの演出

を一から自分で記述したいというXML文書作成

者のためのタグ

4.3.1 テンプレート系タグ

S-XMLは番組化することを目的とした言語である

ため，演出を付加しつつ記述していくことができる．

しかしながら，番組コンテンツ作成者が一からカメラ

操作やキャラクタの動き，タイミングなど 3 次元空

間における番組進行を十分に把握しつつ，テキストで

記述していくということは難しい．そこで，作成者が

こんな雰囲気で，ここでストーリーの転換がきて，と

いったあいまいな演出イメージからでも番組を作成す

ることができるような，番組作成支援タグが必要であ

ると考え，テンプレート系タグを用意している．

コンテンツ作成者は，Characterタグで番組内で登

場するキャラクタのモデル，声，日本語の場合は方言

の初期設定を行う．そして，以下にあげる news，dis-

cussionなどのテンプレートタグで，それぞれのテン

プレートにあてはめた演出を行いたいコンテンツ部分

を囲む．さらに，各テンプレートタグ固有の子要素タ

グを利用すれば，ストーリー展開やキャラクタの台詞

の割振りを指定することができ，文書作成者の意図を

番組により反映させることができる．番組形式によっ

て演出や進行方法は異なると考えられるため，テンプ
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レートタグで指定した範囲のコンテンツに適用する．

スタジオセットやカメラワーク，キャラクタの台詞の

割振りなどの演出の自動生成は，それぞれ異なるアル

ゴリズムに従って行われる．たとえば，varietyタグ

の子要素として，起承転結タグがある．このタグはス

トーリー展開を指定するタグであり，このタグに囲ま

れたコンテンツは，はじめは落ち着いていたキャラク

タがそわそわし始めて，騒ぎだし，最後には力ずくで

おとなしくさせられてしまうような演出に変換される．

以下に各テンプレートタグの基本コンセプトとそれ

ぞれに固有の子要素タグの説明を加える．

news メインキャラクタとサブキャラクタに分け，話

す量に違いを与える．堅い雰囲気．カメラは基本

的に話し手のキャラクタをズームアップ．

topic 主題

detail 主題の詳細

discussion 司会進行役と発言者，反対論者がいる．

人数が多数の場合は観客もあり．堅い雰囲気．

issue 議題，論争点

support 支持意見

object 反対意見

school 先生と生徒がいる．先生と生徒の間で質疑応

答を繰り広げる．

question 質問

answer 回答

variety つねに相槌を入れ，落ち着かないキャラク

タがいて，動き回ったりそわそわしたりする．

intro 起．まだ皆落ち着いている．

development 承．少しそわそわし始める．

turnstory 転．さらに動きが激しくなる．

conclusion 結．強引におとなしくさせる．

ghoststory 照明を暗くして下からの青白いスポッ

トライトを当てる．怪談風にゆっくり話す．ストー

リー展開は varietyと同じ．

dancehall BackMusicが流れ，キャラクタたちは

踊り，動き回る．楽しい雰囲気．ストーリー展開

は varietyと同じ．

4.3.2 プリミティブ系タグ

スタイル系タグのうち，少なくとも上記のテンプ

レートタグを使用すれば番組を自動的に生成すること

はできる．しかし，文書作成者が指定したテンプレー

トに基づいた変換によって設定されたスタジオセット

やカメラワーク，キャラクタの台詞の割振りとは異なっ

た設定，もしくはさらなる詳細設定を行いたい場合も

あると考えられる．そこで，コンテンツの役割の詳細

設定やキャラクタの台詞の割振り，パフォーマンスな

図 15 S-XMLのための XSLT

Fig. 15 XSLT for S-XML.

どの演出を文書作成者の意図するように一から記述す

るためのプリミティブ系タグを用意している．プリミ

ティブ系タグを用いて記述すれば，あらかじめ用意さ

れているテンプレートタグとは異なる独自の番組演出

を行うことができる．

4.4 XSLT

S-XML を用いて記述されたページを通常の Web

ブラウザ上で表示するためのスタイルシートである

XSLTについて述べる．以下に XSLTによる変換規

則を列挙する．

• titleタグで囲まれた文字はそのページのタイトル

とする．

• キャラクタにしゃべらせる台詞とそれに同期させ
る画像が指定されていれば，<TABLE> タグを

用いて 1行に台詞，それに対応する画像をその下

の 1行に並べる．

• emphaタグで囲まれた文字は「 」をつけて表示

し，属性で sizeや colorが指定されていればそれ

に応じた表示をする．

• hlinkタグで囲まれた文字をアンカー文字として

ハイパーリンクをつける．

XSLTを図 15 に示す．

4.5 システムの実装

Microsoft Visual Basicを用いて，S-XML処理系

のプロトタイプシステムのユーザインタフェースを作

成した．本システムでは，XML DOMをサポートし

ている Microsoft XML パーサーを使用し，S-XML
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図 16 S-XMLファイル例
Fig. 16 Example of S-XML.

ファイルから TVMLスクリプトへの変換を行ってい

る．その結果，生成したスクリプトを TVMLプレー

ヤで再生し，視聴者に呈示する．

S-XMLファイルの一例とそのファイルを番組として

再生した結果の一場面とWebページを図 16，図 17，

図 18 に示す．図 16 の S-XMLファイルより，図 17

の番組化によるコンテンツの呈示と，図 18 の通常の

Webページによるコンテンツ呈示の 2つの呈示方法

ができる．これらどちらの呈示方法でそのコンテンツ

を見るかは利用者の選択次第である．

5. お わ り に

本論文では，膨大なWeb情報を容易にかつ親しみ

やすい形で視聴することを目的とし，チャンネルを選

択するようにWebページを選択し，テレビ番組のよ

うな番組コンテンツを作成して視聴する受動的視聴を

提案した．特に，Webコンテンツの番組化は，時間軸

的同期や演出が問題となり，これを解決するために，

• 現在の HTMLベースのWebコンテンツを自動

図 17 S-XMLによる番組化実行結果
Fig. 17 Presentation of S-XML TV-program.

図 18 S-XMLによるWebページ表現
Fig. 18 Web page presentation of S-XML content.

で番組型コンテンツに変換する自動変換

• Webコンテンツ作成時に番組化を同時に行える

言語であるスクリプト作成マークアップ言語

を導入した．

自動変換においては，HTML文書を自動で番組化

コンテンツに変換することを目的とし，HTML文書

の持つ木構造を利用して，画像と文章との HTML同

期化可能領域の発見方法，HTMLタグ解析，キャラ

クタの動きやカメラ情報，照明の配置，スタジオセッ

トなどの演出の付加を行った．同期化可能領域の発見

は，画像を中心とした極小タグ領域を発見し，その極

小タグ領域を用いて実験を行い，ほぼ同期化可能領域

を発見することができた．と同時に，複数画像に対し

1つの文章のみが対応しているWebページの場合で

は，同期化可能領域が発見しにくいことが判明し，今

後の課題となった．

スクリプト作成マークアップ言語である S-XMLの
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提唱では，Web作成者がWeb作成時に番組化を意識

しながらWebコンテンツを作成できること，また，既

存の XML文書に演出用タグを付加するだけで番組化

ができることの 2点を目的とし，S-XMLの設計・実装

を行った．S-XMLの実装においては，台詞と画像の

同期化，演出の付加を行った呈示を行うことができた．

しかし，呈示された番組の演出は実際の TV番組に比

べればいまだ十分ではなく，カメラワークなどは実際

の TV番組のレベルに達していない．今後の課題とし

ては，タグセットに応じた番組の演出，リンクで結合

された複数のWebページ群からの番組生成，S-XML

ファイルのみならず，HTMLファイルをはじめとした

Webコンテンツの利用について考察する必要がある．
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